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特 　 典 ①平常展，特集陳列：無料
②特別展：学生割引（引率教職員は一般割引※）
③講堂・茶室・会議室等：利用料金割引







特 　 典 ①常設展（コレクション・ギャラリー）：無料
②企画展：大学生団体料金（教職員は一般団体料金）









１．開 催 期 間：８月１日（水）～　１２月２日（日）
２．開 館 時 間：９：３０～１６：３０（入館は１６：００まで）
 休館日　月曜日・火曜日（平日・祝日にかかわらず）


















１．発 表 審 査：１１月２３日（金）
２．応 募 資 格：高校生から高専生，大学生，大学院生，ポスドクなど（教員以外）の若手研究者
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り観察できるほどです。田辺湾奥には干潟がいくつかありま
すが，埋立てによって，規模は小さくなってしまっています。
研究と教育　
　瀬戸臨海実験所が伝統的に主軸としてきた研究分野は，海
産無脊椎動物の分類・系統学です。特に刺胞・有櫛・軟体・
節足・毛顎・原索動物などについては，この分野の発展の中心的な役割を果たしてきました。またこれと
同時に，底生動物（Benthos）・浮遊動物　（Plankton）各種の分布，生活史，種間関係，行動などに関する
生態学的研究も展開してきました。現在も各教員が恵まれたフィールドを活かして，さまざまな海洋生物
の自然史に関する研究を行っています。特に近年は海洋の保全生物学や，森里海連環学などの分野でも研
究を進めています。
　教育面では，多数の臨海実習・少人数セミナーなどを実施するとともに，京都大学理学研究科の海洋生
物学分科として，海産無脊椎動物の自然史に関する研究を志す大学院生の教育も行っています。
水族館と社会教育
　瀬戸臨海実験所の特徴のひとつが，水族館の併設です。本水族
館は博物館法に基づく博物館相当施設で，登録名は京都大学白浜
水族館となっています。昨今の多くの水族館は，イルカのショー
を行い，ジンベイザメのような話題性の高い動物を集めて，アミ
ューズメントパーク化することによって集客を図っていますが，
瀬戸臨海実験所の水族館が展示している水族は，学術的に意義深
いものが中心です（例として，イラモを昨年「紅萠（第１０号）」に掲
載）。現在全国２２箇所に国立大学所属の臨海臨湖実験所が設置さ
れています。それらの実験所には，水族館が併設されているものが多かったのですが，現存するものは，
瀬戸臨海実験所だけになってしまいました。主たる理由は，観客の減少とそれに伴う経費負担の増加です。
白浜水族館も，バブルの崩壊後，観客数が激減しました。そこで少しでも観客を増やそうと，所員が一丸
となって取り組んでいます。勤務日をやりくりして，平成１６年度からは正月期間も含めて年中無休です。
またさらに春，夏，冬の学校の休み期間には，小中学生の入館料を無
料にし，さらに教員・技術職員が手分けして解説ツアーをほぼ毎日実
施しています。またメールニュースを発行し，充実したＷＥＢも作っ
ています。このような努力の成果が実を結び，年間入館者数は平成
１８年度，６万１千人あまりになりました。本水族館は，京都大学のな
かで大きく開いた社会への窓となっているのです。京大の方々も海水
浴や温泉旅行などで白浜を訪れる機会はたくさんあると思いますが，
そのときはぜひ水族館まで，足を延ばしてください。
アクセス
　瀬戸臨海実験所へは，京都駅（または新大阪や天王寺）から，ＪＲ西日本の特急「くろしお」か「オーシャ
ンアロー」を使うのが，一番便利です。吉田のキャンパスからですと，約３．５時間とかなり時間がかかりま
す。しかし本学との交流は極めて重要と考え，瀬戸臨海実験所の教員は，手分けをして理学部の講義を前
後期１コマずつと，セミナー１コマ・全学共通科目３コマ・ポケゼミ４コマを吉田地区で担当しています。
連絡先　瀬戸臨海実験所
　住　所　〒６４９－２２１１和歌山県西牟婁郡白浜町４５９
　電　話　０７３９－４２－３５１５
　ＦＡＸ　０７３９－４２－４５１８
　http://www.seto.kais.kyoto-u.ac.jp/
アクセス
京都駅から，ＪＲ西日本の特急「くろしお」
または「オーシャンアロー」を利用
約３．５時間
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学広報センター　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
職員構成
教員６人，事務職員４人，技術職員６人，
非常勤職員２人，研修員１人，大学院学生
７人，学部学生１人
京都大学白浜水族館
